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七
月
三
十
一
日
、
金
木
警

察
署
管
内
で
、
交
通
死
亡
事

故
が
あ
り
、
少
年
二
人
の
尊

い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
 

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
た

た
め
カ
ー
ブ
を
曲
が
り
き
れ

ず
、
道
路
右
側
に
は
み
出
た

も
の
と
思
わ
れ
、
衝
突
の
衝

撃
で
、
 一
人
は
車
外
に
放
り

出
さ
れ
、
 一
人
は
車
に
挟
ま

れ
、
車
は
三
つ
に
ち
ぎ
れ
て

大
破
し
ま
し
た
。
 

車
は
、
買
い
替
え
た
り
、
 

修
理
す
れ
ば
元
に
戻
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
命
は

ー
つ
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
 

交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

守
り
安
全
運
転
を
心
掛
け
ま

し
ょ
・つ
。
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▲エ藤副知事、田中町長等 

芦
野
湖
の
桜
松
橋
と
オ

ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
を
結
ぶ
湖
上
通
路
 

『芦
野
夢
の
浮
橋
』
が
完
成
し
た

こ
と
に
伴
い
、
七
月
二
十
三
日
、
 

芦
野
湖
北
側
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
で
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

開
通
式
で

は
、
木
村
知
事
 

（代
理
H
工
藤
副
知
事
）
ゃ
田
中

町
長
等
関
係
者
に
よ
る
神
事
の

後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
 

金
木
昭
和
町
の
津
島
金
太
郎
・

ト
ミ
さ
ん
夫
婦
、
子
供
の
豊
・

友
子
さ
ん
夫
婦
、
孫
の
和
孝
・

貴
子
さ
ん
夫
婦
と
金
木
南
新
町

の
小
田
桐
多
左
衛
門
・
ナ
ョ
さ

ん
夫
婦
、
子
供
の
清
衛
門

・
祐

子
さ
ん
夫
婦
、
孫
の
春
美
・
ひ

と
み
さ
ん
夫
婦
の
、
二
組
の
親

子
三
代
と
参
列
者
が
開
通
を
祝

い
渡
り
初
め
を
し
ま
し
た
。
 

こ
の
橋
は
、
水
環
境
整
備
事

業
と
し
て
平
成
五
年
度
か
ら
着
 
 工

さ
れ
た
も
の
。
幅
二

・
四
m

、
 

長
さ
二
百
六
十
五

m
で
事
業
費

は
約
三
億
三
千
万
円
を
か
け
て

完
成
し
、
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
で
で
き
た
橋
で
、
中
央
部

に
ボ
ー
ト
の
渡
り
橋
、
東
屋
、
 

釣
り
場
、
広
場
な
ど
が
あ
り
、
 

夜
間
に
は
照
明
灯
に
よ
り
、
浮

橋
が
湖
面
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
る
県
内
で
初
、
東
北
で

一
番

長
い
浮
橋
で
す
。
 

橋
の
命
名
者
で
あ
る
嘉
瀬
東

町
の
松
川
ヒ
サ
コ
さ
ん
は
 

「湖
に
橋
が
浮
く
な
ん
て
夢
の

よ
う
な
こ
と
。
橋
と
共
に
こ
の

町
が
、
夢
の
あ
る
町
に
な
っ
て

欲
し
い
己
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

水
辺
空
間
を
利
用
し
、
水
と

の
ふ
れ
あ
い
に
配
慮
さ
れ
た
浮

橋
は
、
地
域
住
民
の
ふ
れ
あ
い

の
場
、
そ
し
て
観
光
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
も
の
で
す
。
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第10回津 

軽 
の 

火 
祭 
り 

今
年
で
十
回
目
を
迎
え
た
、
津

軽
の
火
祭
り
（
実
行
委
員
長
【
田

中
町
長
）
が
八
月
三
日
、
役
場
前

特
設
会
場
で
行
わ
れ
、
町
内
外
か

ら
大
勢
の
方
が
訪
れ
、
夏
の
夜
の

火
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

今
宵
女
性
だ
け
で
つ
づ
る
カ
ラ

オ
ケ
・
タ
イ
ム
「
レ
デ
ィ
ー
ス
カ

ラ
オ
ケ
」
 
ゃ渡
辺
博
美
歌
謡
シ
ョ
 

ー
で
見
事
な
美
声
に
酔
い
し
れ
、
 

五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
て
い
る
こ
の

火
祭
り
で
、「か
な
ぎ
の
四
季
」
と

称
し
、
春
の
「
金
木
さ
な
ぶ
り
荒

馬
」
、夏
の
『
嘉
瀬
奴
踊
り
』
、秋

の
「
か
な
ぎ
登
山
灘
子
」
の
金
木

町
が
誇
る
郷
土
芸
能
が
披
露
さ
れ

観
客
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
 

会
場
に
は
、
タ
市
や
夜
店
コ

ー
 

ナ
ー
、
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
が
設
け
ら

れ
、
格
安
の
野
菜
な
ど
を
買
い
求

め
る
人
や
、
暑
い
と
き
は
 
「
ビー

 

ル
が
一
番
」
と
ヤ
キ
ト
リ
ゃ
枝
豆

を
食
べ
な
が
ら
、
歌
や
踊
り
を
楽

し
む
人
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
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ト職 業 東京都 

下水道局

ト氏 名 工藤 勝則

ト年 齢 56歳 

ト出身地 金木町若松町

ト家 族 妻、長女、長男 
J
 

」
 

金
木
町
民
の
皆
様
『
元
気
で
ら

が
あ
」
昭
和
三
十
六
年
に
上
京
し
、
 

三
十
六
年
に
な
り
ま
す
。
 

今
の
職
業
に
就
く
き
っ
か
け
は
、
 

子
ど
も
の
頃
、
田
、
畑
の
肥
料
に

人
糞
を
母
親
と
一
緒
に
天
秤
棒
で

担
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
影
響
（
？
・
）
で

昭
和
四
十
年
入
都
し
ま
し
た
。
そ

の
当
時
、
東
京
都
区
部
の
下
水
道

普
及
率
は
四
O
％
に
も
満
た
な
か

っ
た
が
、
平
成
六
年
度
末
に
は
普

及
率

一
O
〇
％
概
成
に
な
り
ま
し

た
。
あ
の
汚
か
っ
た
東
京
湾
や
隅

田
川
も
今
は
、
魚
が
泳
ぎ
、
鳥
も

集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
仕
事
で
苦

労
し
た
こ
と
は
、
技
術
面
も
あ
り

ま
す
が
、
地
域
住
民
の
理
解
を
得

る
こ
と
に
苦
慮
し
た
こ
と
で
す
。
 

し
か
し
、
我
々
に
は
地
下
で
都
民

の
生
活
を
支
え
て
い
る
と
い
う
自

負
が
あ
り
ま
す
。
 

趣
味
は
、
第
二
の
人
生
を
 
「
い

き
い
き
」
と
過
ご
す
た
め
に
も
必

要
で
す
。
中
学
の
頃
、
あ
の
芦
野

グ
ラ
ン
ド
や
芦
野
公
園
、
高
長
根

等
を
我
が
庭
の
ご
と
く
走
り
回
っ

た
マ
ラ
ソ
ン
、
今
も
そ
の
足
は
健

在
で
す
。
（
上
京
して
か
ら
五
万
キ

ロ
走
破
。
 フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
六
回
、
 

青
梅
三
十
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
十
四
回
、
 

坂
戸
毎
日
二
十
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
十

六
回
出
場
、
大
会
出
場
回
数
二
百

九
十
五
回
）
。
 

そ
の
他
、
琴
古
流
尺
八
（
師範
）
、
 

津
軽
三
味
線
（
九年
）
、津
軽
民
謡
 

（
五年
）
、
畑
で
す
。
 

こ
れ
ら
に
関
係
す
る
友
だ
ち
が

私
の
財
産
で
す
。
老
若
男
女
を
問

わ
ず
、
今
し
か
出
来
な
い
こ
と
に

気
づ
き
、
そ
れ
を
実
行
す
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
 

「志
あ
る
と
こ
ろ
に
、
道
あ
り
」
 

ト
交
通
事
故
に
気
を
つ
け

ま
す
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車
載
型

フ
ロ
ン
回
収
機
 

こ
の
度
、
青
森
県
廃
家
電
品
適
 
 正
処
理
協
力
協
議
会

（
会長
H
平

井
弘
）
か
ら
、
地
域
環
境
保
全
支

援
事
業
と
し
て
、
大
気
汚
染
へ
の

対
応
、
廃
棄
物
の
適
正
処
理
を
目

的
に
、
車
載
型
フ
ロ
ン
回
収
機
が

供
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
回
収
機
は
、
使
用
済
み
の

冷
蔵
庫
や
洗
濯
機
、
ク
ー
ラ
ー
な

ど
の
フ
ロ
ン
と
オ
イ
ル
を
抜
く
も

の
で
、
車
の
エ
ン
ジ
ン
を
利
用
し

て
作
動
す
る
た
め
、
車
ご
と
の
移

動
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

特
徴
と
し
て
は
、
従
来
の
物
は
 

第
十
五
回
青
空
リ
レ
ー
式
交
通

安
全
大
会
が
七
月
十
八
日
、
夏
の

交
通
安
全
運
動
（
七
月
二
十
一
日
 

、
七
月
三
十
一
日
）
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
、

金
木
警
察

署
管
内
 

（
金
木
、中
里
、
市
浦
、
小
泊
）
 

の
交
通
安
全
対
策
協
議
会
が
、
交

通
安
全
リ
レ
ー
旗
を
引
き
継
ぎ
な

が
ら
、
事
故
防
止
を
訴
え
て
い
ま

し
た
。
 

出
発
地
点
の
金
木
町
役
場
前
駐

車
場
で
行
わ
れ
た
大
会
に
は
、
関

係
者
や
町
民
約
三
百
人
が
参
加
し
、
 
 

気
温
な
ど
で
回
収
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
し
た
（
オ
イ
ル
が
固
ま

る
た
め
）
が
、
こ
の
フ
ロ
ン
回
収

機
は
、
フ
ロ
ン
と
オ
イ
ル
ご
と
機

械
に
入
れ
て
加
熱
す
る
た
め
、
気

温
に
関
係
な
く
回
収
で
き
ま
す
。
 

目
録
を
受
け
取
っ
た
吉
田
助
役

は
「
大
変
高
価
な
も
の
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
 

フ
ロ
ン
回
収
機
を
有
効
に
活
用
し

地
域
環
境
対
策
に

一
層
の
精
進
を

し
て
い
き
ま
す
己
と
謝
辞
を
述
べ
、
 

ご
芳
志
に
対
し
敬
意
を
表
し
、
感

謝
状
と
蝦
夷
人
形
を
贈
呈
し
ま
し

た
。
 

金
木
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
長

の
田
中
町
長
が

「家
庭
か
ら
、
友

だ
ち
か
ら
呼
び
掛
け
、
交
通
事
故

ゼ
ロ
を
目
指
し
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
 

と
あ
い
さ
つ
。
 

続
い
て
、
葛
西
文
昭
金
木
地
区

安
全
協
会
長
と
伊
興
部
豊
金
木
警

察
署
長
か
ら
交
通
事
故
の
概
況
等

の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
町
立
第
二
保
育
所
の

上
森
那
幸
君
と
小
山
内
実
和
子
ち

ゃ
ん
の
二
人
が
「
道
路
で
遊
ん
だ

り
、
道
路
へ
飛
び
出
し
た
り
し
ま

せ
ん
」
と
か
わ
い
ら
し
く
安
全
宣

言
を
し
ま
し
た
。
 

夏
の
交

通
安
全

運
動
 

(
 



●

木
山
登
山
ぼ
や
し
 

サ
ン
ト
ピ
ア
夏
祭
り
 

『輪
に
な
っ
て
踊
ろ
う
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
大
東
ケ
丘
サ
ン
ト

ピ
ア
ホ
ー
ム
（
園長
廿
花
田
昭
一
）
 

で
七
月
二
十
六
日
、
恒
例
の
夏
祭

り
が
開
催
さ
れ
、
園
生
や
町
民
等

約
二
百
五
十
名
が
花
火
大
会
や
盆
 

ト
園
生
に
よ
る
登
山
ば
や
し
 
 

踊
り
な
ど
で
楽
し
み
ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
会
場
設
営
を
し
た
職

員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
に
、
嘉

瀬
下
派
立
の
秋
村
沙
織
さ
ん

（
青

森
中
央
短
期
大
学
二
年
）
も
姿
を

み
せ
、
 
「昨
年
実
習
生
と
し
て
、
 

サ
ン
ト
ピ
ア
ホ

ー
ム
に
来
た
の
が

き
っ
か
け
で
、
夏
休
み
で
も
あ
る

し
、
少
し
で
も
お
手
伝
い
が
で
き

た
ら
」
と
園
生
の
世
話
な
ど
に
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。
 

町
の
伝
統
芸
能
「
金
木
さ
な
ぶ

り
荒
馬
」
や
「
嘉
瀬
の
奴
踊
り
」
 

が
披
露
さ
れ
、
そ
の
後
、
花
火
が

打
ち
上
げ
ら
れ
た
頃
に
は
、
祭
り

気
分
も
最
高
潮
に
。
同
施
設
前
駐

車
場
に
組
ま
れ
た
や
ぐ
ら
を
囲
ん

で
、
園
生
や
職
員
、
町
民
等
が
一
一

重
・
三
重
の
輪
に
な
っ
て
盆
踊
り

を
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
み
ち
の
く
銀
行
の
皆
さ

ん
も
浴
衣
姿
で
祭
り
に

一
役
買
い
、
 

園
生
の
父
母
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
「
お
で
ん
」
や
「
焼
き
鳥
」
等

の
出
店
も
み
ら
れ
、
踊
っ
た
り
、
 

食
べ
た
り
と
楽
し
い
夜
を
過
ご
し

ま
し
た
。
 

老
人
ク
ラ
ブ
 

准
月
掃
奉仕
 

金
木
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
 

（
会
長廿
木
村
不
二
男
）
が
こ
の

程
、
芦
野
公
園
全
域
の
清
掃
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
 

同
ク
ラ
ブ
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
一
環
と
し
て
、
四
月
か

ら
十
月
ま
で
の
毎
週
月
曜
日
に
清

掃
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
町
民
の

憩
い
の
場
、
町
の
財
産
で
あ
る
芦

野
公
園
の
清
掃
活
動
に
は
、
特
に

力
を
注
い
で
く
れ
て
い
ま
す
。
 

今
だ
変
わ
ら
ず
減
る
こ
と
の
な

い
ゴ
ミ
。
き
れ
い
な
公
園
を
見
ら

れ
る
の
も
同
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
、
 

様
々
な
方
が
定
期
的
に
清
掃
活
動

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
と
ふ
れ

あ
い
、
そ
し
て
P
T
A
の
皆
さ
ん

と
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
、
川
倉

小
学
校
P
T
A
（
会長
廿
泉
谷
雅

彦
）
が
主
催
す
る
「
親
子
キ
ャ
ン

プ
」
を
町
営
ォ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

で
一
泊
二
日

（
七月
二
十
日
、
七

月
二
十
一
日
）
の
日
程
で
、
児
童
、
 

父
兄
等
約
百
五
十
名
が
参
加
し
て

行
物
れ
ま
し
た
。
 

蝉
の
な
く
声
も
一
段
と
激
し
く
、
 

蒸
し
暑
い
こ
の
日
、
小
学
一
年
か

ら
六
年
生
ま
で
を
「
チ
ー
タ
ー
」
 

「
ス
ワ
ロ

ー
」
「
タ
イ
ガ

ー
」
 
の
三

班
に
編
成
し
、
何
を
す
る
の
も
一

緒
と
テ
ン
ト
設
営
か
ら
炊
事
、
キ
 
 ヤ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
準
備
と
手

際
よ
く
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。
 

時
も
た
ち
、
激
励
に
駆
け
付
け

た
田
中
町

長
が
子
ど
も
た
ち
に
 

「た
く
さ
ん
食
べ
て
元
気
に
育
っ

て
欲
し
い
。
ま
た
、
交
通
事
故
に

は
十
分
気
を
つ
け
て
下
さ
い
」
と

話
さ
れ
、
タ
食
で
あ
る
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
食
べ
、
 

父
兄
の
方
々
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て

い
ま
し
た
。
 

日
も
落
ち
た
七
時
三
十
分
、
キ

ヤ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
が
ス
タ
ー
ト
。
 

拍
手
に

迎
え
ら
れ
、

火
の
神
様
 

（
営
火長
）
に
扮
す
る
泉
谷
会
長

を
先
頭
に
火
の
女
神
と
付
人
が
た

い
ま
つ
を
手
に
登
場
。
 

「愛
の
火
」
「
友
情
の
火
」
「勇
気

の
火
」
と
し
て
、
児
童
全
員
に
分

火
。
そ
の
後
、
中
央
の
燃
え
盛
る

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
囲
ん
で
、
 

親
子
一
緒
に
マ
イ
ム
マ
イ
ム
等
の

音
楽
に
あ
わ
せ
、
掛
け
声
と
共
に

踊
っ
た
り
、
歌
っ
た
り
し
て
フ
ォ
 

ー
ク
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

ま
た
、
お
父
さ
ん
方
が
前
日
か

ら
準
備
し
た
出
店
コ
ー
ナ
ー
や
ゲ
 

ー
ム
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
時
間
が
経

つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
の
盛
況
で
し

た
。
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川
倉
小
学
校

P
T
A
 

親
子
の

紳
を
深
め

る
 

HAND 
IN 

HAND 
（手に手をとつて） 

▲いつもごくろうさまです 

Aリズミカルに踊る 



マ
ッ
キ
ー
レ
デ
ィ

ー
ス
 

最
優
秀
賞

受
賞
 

ー

農
村
女
性
の
生
活
・
生産
 

活
動
に
関
す
る
事
例
発
表
ー
 

Hpill III川川広報かなぎ ⑥  

『
地
域
の
中
で
輝
い
て
』
 

青
森
県
と
県
生
活
改
善
グ
ル

ー
 

プ
連
絡
協
議
会
が
主
催
し
た
「
あ

お
も
り
農
山
漁
村
女
性
会
議
」
 
で
、
 

蒔
田
地
区
の
マ
ッ
キ
ー
レ
デ
ィ

ー
 

ス
（会
長
【
川
口
恵
子
）
が
、農
家

の
女
性
が
果
た
し
て
い
る
役
割
や

地
域
内
の
交
流
な
ど
を
事
例
発
表

し
、
見
事
に
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
 
 

ま
し
た
。
 

「地
域
の
中
で
輝
い
て
」
 

と
題
し
、
就
業
条
件
の
整

備
と
し
て
、
集
落
内
に
お

け
る
月
二
回
の
農
休
日
の

実
施
を
実
現
さ
せ
、
暮
ら

し
の
ル
ー
ル
づ
く
り
に
対

す
る
集
落
内
の
気
運
を
盛

り
上
げ
た
ほ
か
、
農
休
日

を
利
用
し
、
伝
統
行
事
で

あ
る
子
ど
も
ゃ
高
齢
者
と

の
仮
装
行
列
な
ど
を
行
い
、
 

地
域
に
活
気
を
与
え
て
い

る
こ
と
や
、
野
菜
栽
培
講
習
会
や

パ
ソ
コ
ン
簿
記
記
帳
研
修
会
を
実

施
し
、
女
性
た
ち
の
技
術
向
上
に

よ
る
農
業
経
営
へ
の
参
画
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
来
年
三
月
に
東
京
で
開

か
れ
る
全
国
大
会
に
向
け
て
ま
す

ま
す
は
り
き
っ
て
い
ま
す
。
 
 

一
 
提
言
し
た
い
こ
と
 

農
業
を
魅
力
あ
る
職
業
に
す
る

た
め
に
は
、
他
産
業
並
の
就
業
条

件
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
、
自

分
た
ち
が
満
足
す
る
経
営
を
し
て

い
れ
ば
必
ず
後
継
者
が
育
つ
と
信

じ
て
い
ま
す
。
休
日
制
や
給
料
制

を
整
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
農
業

を
支
え
て
い
る
私
た
ち
女
性
が
自

覚
し
、
正
当
に
評
価
さ
れ
る
よ
う

夫
や
周
辺
に
理
解
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
も
っ
と
も
必
要
な
こ
と
で
す
。
 

ニ
 
特
徴
的
な
活
動
内
容
 

日
 
グ
ル
ー
プ
員
の
営
農
形
態
も

水
稲
単
作
か
ら
ト
マ
ト
や
ね
ぎ
等

を
取
り
入
れ
た
複
合
経
営
に
転
換

し
、
農
業
経
営
の
担
い
手
も
若
夫

婦
中
心
に
変
わ
り
、
野
菜
栽
培
講
 
 た

ち
の
集
落
に
入
っ
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
女
性
の
声
を
反
映
さ
せ
、
 

就
業
条
件
の
整
備
の
ー
つ
と
し
て

平
成
七
年
に
集
落
の
合
意
で
農
休

日
を
設
置
し
た
。
グ
ル
ー
プ
全
員

が
先
導
役
と
し
て
家
族
で
参
加
し
、
 

暮
ら
し
の
ル
ー
ル
づ
く
り
に
対
す

る
集
落
内
の
気
運
を
盛
り
上
げ
、
 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
休
ん
で
い
た
伝

統
行
事
の
「
虫
送
り
」
を
復
活
さ

せ
ま
し
た
。
 

三
 
主
な
活
動
成
果
 

H
 
「
ト
マ
ト
、
元
気
」
 
の
あ
い

さ
つ
で
始
ま
る
ほ
ど
意
欲
的
に
ト

マ
ト
栽
培
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
は
、
集
落
に
野
菜
栽
培
が
定
着

す
る
上
で
も
大
き
な
力
と
な
り
、
 

仲
間
も
増
え
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
 
 い

る
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
。
 

日
 
「
忙
し
い
か
ら
こ
そ
休
み
が

必
要
」
と
声
を
大
に
し
、
平
成
七

年
か
ら
は
、
六
月
か
ら
九
月
ま
で

月
一
回
の
農
休
日
を
実
施
し
た
。
 

第

一
回
目
の
農
休
日
は
、
伝
統
行

事
の
復
活
も
兼
ね
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
を
巻
き
込
み
、
お
揃
い

の
半
て
？
注
作
り
、
太
刀
振
り
、
 

子
ど
も
御
輿
、
仮
装
行
列
で
集
落

内
を
練
り
歩
き
、
特
に
高
齢
者
に

は
喜
ば
れ
、
熱
く
燃
え
た

一
日
で

し
た
。
 

農
休
日
を
実
施
し
た
こ
と
で
、
 

地
区
内
に
活
気
が
で
た
。
参
加
戸

数
も
初
年
目
は
十
四
戸
、
二
年
目

は
二
十
二
戸
に
増
え
、
三
年
目
の

今
年
は
私
た
ち
の
希
望
で
月
二
回

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
農
休
日

の
旗
も
作
り
そ
の
日
は
緑
の
旗
が

な
び
き
、
集
落
の
半
分
以
上
が
参

加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

習
会
や
ハ
ウ
ス
巡
回
の
実
施
な
ど
 
ッ
プ
ダ
ウ
ン
式
収
穫
台
車
を
利
用
 

に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
た
収
穫
作
業
の
改
善
に
も
取
り
 
四
 

こ
れ
か
ら
実
施
し
た
い
と

ロ
 
「
自
分
た
ち
の
働
い
た
結
果
 
組
み
、
周
辺
へ
の
情
報
発
信
も
行
 

考
え
て
い
る
こ
と
 

を
数
字
で
確
認
し
た
い
」
と
い
う
 
っ
て
き
ま
し
た
。
 

後
継
者
の
た
め
に
も
残
し
た
い

願
い
か
ら
、
記
帳
に
挑
戦
す
る
こ
 
口
 
野
菜
作
り
の
主
役
を
担
っ
て
 
と
農
休
日
を
実
施
し
た
。
忙
し
い

と
に
な
り
、
み
ん
な
で
普
及
セ
ン
 
い
る
と
い
う
自
負
心
を
持
ち
、
農
 
と
き
休
む
の
は
気
持
ち
が
い
い
し
、
 

タ
ー
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
 

業
簿
記
記
帳
も
担
当
し
青
色
申
告
 
ゃ
れ
ば
で
き
る
と
言
う
こ
と
が
わ

日
 
平
成
六
年
か
ら
七
年
に
新
し
 
も
行
っ
て
い
る
。
更
に
は
、
パ
ソ
 
か
っ
た
。
次
は
給
料
制
の
普
及
に

い
家
族
経
営
推
進
運
動
事
業
が
私
 

コ
ン
を
導
入
し
経
営
を
管
理
し
て
 
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

(
 

(
 



国
展
「
前
田賞
」
受
賞
作
品
 

『
北
辺

春
秋
』

寄

贈
 

七
月
二
十
五
日
、
弘
前
市
在
住

で
「
金
木
あ
し
の
会
」
会
長
で
あ

る
福
井
金
彦
さ
ん
と
松
江
喜
代
寿

さ
ん
が
来
庁
さ
れ
、
松
江
さ
ん
の

銅
版
画
「
北
辺
春
秋
」
が
町
に
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
、
在
弘
「
金
木
あ
し
の
会
」
 

ト
左
か
ら
田
中
町
長
、
成
田
教

育
長
、
福
井
氏
、
松
江
氏
 

が
設
立
四
十
周
年
記
念
を
迎
え
、
 

ふ
る
さ
と
金
木
町
に
形
で
残
る
も

の
を
贈
ろ
う
と
、
こ
の
度
の
寄
贈

と
な
っ
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
作
品
は
、
世
界
に
四
展
し

か
な
く
、
一
九
九
三
年
（平
成
五
年
）
 

に
八
カ
月
を
費
ゃ
し
て
完
成
し
た

も
の
で
、
同
年
の
国
展
で
 
「前
田

賞
」
を
受
賞
。
こ
れ
に
よ
り
会
友

に
推
挙
と
な
っ
た
作
品
で
す
。
 

題
名
の
「
北
辺
春
秋
」
と
は
、
 

生
ま
れ
育
っ
た
津
軽
の
風
土
と
四

季
折
々
の
事
象
を
原
風
景
と
し
て
、
 

長
年
発
表
し
て
い
る
シ
リ
ー
ズ
も

の
で
、「
カ
ッ
チ
ョ
」
を
風
雪
に
耐

え
る
津
軽
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
し
表

現
し
た
も
の
で
す
 

松
江
さ
ん
は
現
在
、
青
森
県
美

術
展
（
県
展
）
版
画
副
部
長
、
青

森
県
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
美
術
家

協
会
員
で
県
立
弘
前
工
業
高
等
学

校
教
諭
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、
 

寄
贈
に
際
し

「末
長
く
、
金
木
町

民
に
鑑
賞
し
て
頂
け
れ
ば
、
作
家

と
し
て
こ
の
上
な
い
幸
せ
で
す
。」
 

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

平成9年度児童・生徒健全育成標語優秀作品 

洋
織
太

貴

詩
亮

美
 

川
 
田

白

原
山
 

希
聡

子

美
 
景
 

田
村

田

津

岩
原
 

今 健聖 

津島 紳也 

加藤あゆみ 

其田和可菜 

秋田 梨夏 

竹内里香子 

桑田 志穂 

原田めぐみ 

棟方沙弥香 

藤田 琴幸 

白川 志保 

神成 哲也 

米谷 周平 

梶谷なぎさ 

大川 茜 

る 

おはようは 心と心を つなぐ声おはようは 心と心を 

金木高等学校 

喫煙禁止！ すべて未来の 君のため

知らないふり それもまた人を傷つける

見たくない 自分の親の 泣いた顔

金木中学校 

暴力は 自分の心も 傷つける

おはようで 始まる町に したいよね

みんなの手 みどりを守る手 心の手

金木南中学校 

くい止めよう 自分の心で 自分の手

いじめられ おちこむ姿に 声かけて 

「 f葉とは 悪口のための ものじゃない

金木小学校 

金木町 ほくらがすむ町 大切に

ポィ捨ては 町も心も よごれちゃう

あいさつは 心と心の ホッカイロ

川倉小学校 

いじめをする心 とめない心ゆるさない

ポイすては 自然をよごす 第一歩

夜の道 一人歩きは きけんがいっぱい

嘉瀬小学校 

おてつだい こころもへやも きれいだよ

へんしつ者わなにかかる子待っている

あいさつで 心の花を 咲かせよう

喜良市小学校 

おはようで 心のおくまで 目をさます 

あいさつで 町中みんな いい気持ちあいさつで 町中みん 

へ
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老
齢
基
礎
年
金

の
繰

り

上
げ
請
求
は

慎
重
に
 

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は

六
十
五
歳
か
ら
の
支
給
が
原
則
で

す
が
、
希
望
す
れ
ば
六
十
歳
以
上

六
十
五
歳
未
満
の
人
で
も
、
繰
り

上
げ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

た
だ
し
、
繰
り
上
げ
年
金
を
受

け
る
と
、
六
十
五
歳
か
ら
受
け
る

場
合
に
比
べ
て
、
次
の
よ
う
な
不

利
な
点
が
あ
り
ま
す
。
 

①
 
繰
り
上
げ
支
給
の
申
請
を
し

た
と
き
の
年
齢
に
よ
っ
て
、
受
け

る
年
金
が

一
定
の
割
合
で
減
額
さ

れ
、
そ
の
率
は
六
十
五
歳
に
な
っ
 
 て

も
変
わ
ら
な
い
の
で
、
生
涯
、
 

ま
う
と
、
そ
の
後
事
故
や
病
気
で

減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
る
こ
と
 
障
害
を
持
っ
た
場
合
で
も
、
障
害

に
な
り
ま
す
。
 

基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
た
、
繰
り
上
げ
支
給
の
請
求
 

ま
せ
ん
。
 

書
は
、
一
旦
受
理
さ
れ
る
と
、あ
と
 
⑤
 
繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け
た

か
ら
取
消
や
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

後
、
夫
の
死
亡
に
よ
り
遺
族
基
礎

②
 
繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け
て
 
年
金

の
権
利
が
発
生
し
て
も
、
」ハ

い
る
と
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
 

十
五
歳
に
な
る
ま
で
の
間
は
、
繰

年
金
や
退
職
共
済
年
金
は
、
ーハ
十
 
り
上
げ
支
給
の
老
齢
基
礎
金
と
ど

五
歳
に
な
る
ま
で
支
給
が
停
止
さ
 

ち
ら
か

一
方
の
年
金
し
か
受
け
ら
 

れ
ま
す
。
 

れ
ま
せ
ん
。
 

③
 
繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け
た
 

繰
り
上
げ
請
求
し
た
こ
と
を
悔

後
、
就
職
し
て
厚
生
年
金
な
ど
に
 
や
む
声
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
後

加
入
す
る
と
、
そ
の
間
は
支
給
が
 

悔
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
事

停
止
さ
れ
ま
す
。
 

前
に
よ
く
考
え
て
か
ら
請
求
を
し

④
 
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
て
し
 

て
下
さ
い
。
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わたしたちの財産と生命を守る 

金木警察署落成 

昨
年
七
月
か
ら
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
た
金
木
警
察
署
庁
舎
が
完

成
し
、
七
月
七
日
よ
り
地
域
住
民

の
生
命
と
財
産
を
守
る
拠
点
と
し

て
の
任
務
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

昭
和
三
十
八
年
に
金
木
字
菅
原

地
区

（
栄
町）
に
建
設
さ
れ
た
旧

庁
舎
は
、
狭
あ
い
化
し
て
お
り
、
 

昭
和
五
十
八
年
の
日
本
海
中
部
地

震
等
で
老
朽
化
が
著
し
く
な
っ
た

た
め
、
国
道
三
三
九
号
線
沿
い
の

旧
東
北
農
政
局
小
田
川
農
業
水
利

事
業
所
跡
地

（
若
松
町）
に
新
築
 
 さ

れ
ま
し
た
。
 

新
庁
舎
は
、
広
い
駐
車
場
を
兼

ね
備
え
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ー
ー
 

階
建
て
で
、
敷
地
面
積
が
約
五
千

百
二
十
2m
、
述
べ
床
面
積
は
千
五

百
八
十
2m

（
車庫
除
く
）
で
す
。
 

（
ち
なみ
に
役
場
庁
舎
の
述
べ
床

面
積
は
約
二
千
八
百
五
十
2m
。
）
 

一
階
に
は
署
長
室
、
事
務
室
 

（
総
務
課
、交
通
課
、
地
域
課
）
、
 

相
談
室
な
ど
が
配
置
さ
れ
、
二
階

は
警
備
課
、
刑
事
生
活
安
全
課
、
 

会
議
室
、
柔
・
剣
道
場
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
庁
舎
内
に
中

庭
や
身
体
障
害
者
用
ト

イ
レ
が
あ
り
、
正
面
玄

関
は
自
動
ド
ア
で
来
客

に
十
分
配
慮
し
た
造
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

金
木
警
察
署
に
は
現

在
、
伊
興
部
豊
署
長
以

下
、
三
十
九
名
が
勤
務

し
て
い
ま
す
。
 

相
馬
忠

男
次
長
は
 

「治
安
維
持
の
た
め
、
地

域
住
民
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
新
し
い
庁
舎
に

恥
じ
な
い
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
た
い
己
と
抱
負

を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

一
金
木
警
察
署
の

一

一
 
沿
 
革
 

一
 

明
治
八
年
十
月
 

五
所
川
原
村
所
在
の
第
五
大
区
 

警
察
出
張
所
の
下
に
金
木
村
巡
査
 

屯
所
を
設
置
し
た
。
 

明
治
十
年
ニ
月
 

警
察
署
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
 

巡
査
屯
所
を
改
め
、
金
木
、
中
里
、
 

小
泊
分
署
と
し
、
木
造
警
察
署
の
 

管
轄
と
し
た
。
 

明
治
十
「
犀

六
月
 

五
所
川
原
警
察
署
の
所
轄
分
署
 

に
改
め
た
。
 

明
治
＋
六
年
八
月
 

中
里
分
署
を
廃
止
し
た
。
 

明
治
十
七
年
七
月
 

小
泊
分
署
を
交
番
所
と
し
た
。
 

大
正
＋
年
十
ニ
月
 

金
木
町
の
中
央
部

（
現
み
ちの
 

く
銀
行
）
に
金
木
分
署
を
新
築
し
 

た
。
 

大
正
＋
五
年
七
月
 

分
署
を
廃
止
し
、
金
木
警
察
署
 

に
昇
格
し
た
。
 

昭
和
ニ
＋
「
犀
三
月
 

警
察
法
施
行
に
よ
り
、
金
木
町
 

に
金
木
町
警
察
署
を
設
置
し
、
他
 

の
町
村
は
五
所
川
原
町
所
在
の
北
 

津
軽
地
区
警
察
署
の
管
轄
と
し
た
。
 
 

昭
和
一
一
十
六
年十
月
 

警
察
法
の

一
部
改
正
及
び
国
警

地
区
警
察
署
組
織
の
改
正
に
よ
り
、
 

金
木
地
区
警
察
署
と
改
称
し
た
。
 

昭
和
ニ
＋
九
年
七
月
 

新
警
察
法
の
施
行
に
よ
り
、
金

木
警
察
署
と
改
称
し
た
。
 

昭
和
一一
一十
年
七
月
 

町
村
合
併
に
よ
り
、
管
轄
区
域

が
二
町
二
村
と
な
り
現
在
に
至
る
。
 

昭
和
三
＋
八
年
五
月
 

金
木
町
大
字
金
木
字
菅
原
二
一
一

二
番
地
に
移
転
新
築
し
た
。
 

平
成
九
年
六
月
 

金
木
町
大
字
金
木
字
芦
野
二
一

六
番
地
八
九
に
移
転
新
築
し
た
。
 

《

ー
 

⑨
届
い
て
い
ま
す
 

七
月
二
十
二
日
 

金
木
警
察
署
前
の
路
上
 

（腕
時
計
）
 

七
月
二
十
九
日
 

喜
良
市
北
本
町
伊
藤
商
店
前
 

（
財
布）
 

心
当
た
り
の
方
は
、
金
木
警
 

察
署
落
し
物
係
ま
で
。
 

⑨
係
か

ら
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
た
 

い
方
は
役
場
企
画
室
ま
で
。
 

(
 



つがる弁 ク ィ r1 
このクイズは若い人の知らない、聞いたことの無い津軽弁

を楽しく、再発見してもらおうと問題にしたものです。 

Q.「おめだばすぐみやしあげるっきゃ」 を標準語の 

会話に直して下さい。 

正解者の中から抽選で3名様に素敵な記念品を差し上げま 
す。どんどん応募して下さい。 
応募方法 

ハガキに住所、氏名、年齢、職業、電話番号を記入のうえ 

①クイズの答 	②今月号のよかった記事 

③つまらなかった記事 ④ご意見・ご感想を記入し 

〒O37-O2 金木町大字金木字朝日山323 金木町役場企画室 
までご応募下さい。 

応募の締切は 9月 3日当日消印有効。当選者の発表は 9月 

号に掲載します。 
7月号は「風邪気味で、寒気がしてきた」でした。当選者 

は次の 2 名です。 
嘉 瀬 鳴 海 達 也 さん 

金 木 野 村 しのぶ さん 

たくさんのご応募、貴重なご意見有難うございます。今回 

当選しなかった方もこれにめげずどしどしご応募下さい。 

(
 

(
 

一
、
老
化
に

伴
う
器
質
的

・

機
能

的
変
化
 

H
起
立
性
低
血

圧
 

起
立
時
の
収

縮
期
血
圧

（
上
の

血
圧
）
が
座
位
、
臥
位
よ
り
、

一
一

十
以
上
低
下

す
る
頻
度
は
、

六
十

五
歳
以
上
で
十
六
、
三
十
％
と
報

告
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

迷
走
神
経
活
動
が
低
下
、
交
感

神
経
系
が
興
奮
す
る
こ
と
に

よ
り

血
圧
は
維
持
さ
れ

ま
す
。
 

老
年
者
で
は
、

主
と
し

て
圧
受

容
体

（
血
圧
の
調
節
機
構
）
の

感

受
性
や
血
管
反
応
性
が
低
下
し
、
 

上
記
の
反
応
が
起
こ
ら
な
い
た
め

起
立
時
に
低
血
圧
を
き
た
す
の
で

す
。
 

口
食
後
性
低
血
圧
 

老
年
者
で
は
、
食
後
に
低
血
圧

症
が
起
こ
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。
食
物
摂
取
は

内
臓
血
流
を

増

加
し
、
そ
の
結
果
全
身
血
管
抵
抗

は
減
少
し
ま
す
。
老
年
者
で
は

こ

の
反
応
は
減
弱
す
る
の
で

す
。
 
 

目
薬
剤
性
低
血
圧
 

老
年
者

の
特
徴
と
し
て
、
多
疾

患
を
あ
わ
せ
も

つ
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
老
年
者

で
は
多

剤
を
服
用
す
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
す
。
循
環
器
系
や
精
神
神
経
系

の
薬
剤
で
は
、
副
作
用
と
し

て
低

血
圧
を
き
た
す
こ
と
が
あ
る
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。
 

ニ
、
老
年

者
低
血

圧
の

症
状

低
血
圧

の
症
状
は
多
彩
で
、

め

ま
い

・
立
ち
く
ら
み
・
頭
重
感

・

頭
痛
・
動
俸
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
 

三
、
老
年

者
低
血
圧
の

治
療

日
生
活
指
導
 

過
労
を
避
け
、
十
分
な
睡
眠
を

と
り
、
規
則
正
し

い
生
活
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
 

日
常
生
活
上
、
避
け
る
も
の
と

し
て
は
、
長
時
間

の
臥
床
・
長
時

間
の
立
位

・
過
食

・
排
便
時
の
緊

張

・
重
い
物
を
持
ち
上
げ
る
・
発

熱
・
激
し

い
運
動
・
激
し

い
咳

・

酷
暑
・
過
呼
吸
・
熱

い
お
風
呂
や
 
 

シ
ャ
ワ
ー
や
サ
ウ
ナ

・
急
激
な
体

位
変
換
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
低
血

圧
患
者
は
体
位
変
換
の
際
に
症
状

が
出
現
し

ゃ
す
い
た
め
、
急
激
な

体
位
変
換
は
避
け
ゆ
っ
く
り
と
動

作
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
症

状
は
起
床
時
に
も
出
現
し
や
す
い

の
で
起
床
直
後

の
日
常
活
動
は
慎

重
に
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

早

朝
の
増
悪
を
避
け
る
た
め
に
就
寝

時
に
五
と
一
十
度
、

頭
部
を
挙
上

し
て
休
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

人
混
み
の
中
や
猛
暑

の
際
に
症
状

が
出
現

・
増
悪
す
る
人
も
多
く
、
 

満
員
電
車
ゃ
デ

パ
ー
ト
歩
き
な
ど

は
避
け
、
夏
期
の
炎
天
下
の
外
出

も
控
え
る
べ
き
で
し
ょ

う
。
老
年

者
で
は
転
倒
に
よ
る
大
腿
骨
頚
部

骨
折

・
頭
部
外
傷
な
ど
が
大
き
な

問
題
で
あ
り
、
起
立
に
際
し
注
意

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

目
食
事
指
導
 

水
分
摂
取
量
を
多
く
し
、
合
併

症
な
ど

の
問
題
が
な
け
れ
ば
食
塩

も
多
目
（
二
十
、
三
十

g
／
日
）
 

に
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
他
、
 

タ
ン
パ
ク
質
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ
タ

ミ
ン
に
富
ん
だ
食
事
が
勧
め
ら
れ

る
。
チ
ラ
ミ
ン
を
含
有
す
る
チ
ェ

ダ
ー
チ
ー
ズ
は
交
感
神
経
終
末
に

働
き
、

ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
を
遊
 
 離

し
ま
す
。

カ
フ
エ
イ
ン
は
血
管

収
縮
を
も
た
ら
す
が
、
耐
性
を
生

じ
る
た
め
コ
ー
ヒ

ー
は
一
日
一
、
 

二
杯
に
と
ど
め
る
の
が
よ
く
、

ア

ル
コ
ー
ル
を
飲
ま
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
 

同
そ
の
他
 

弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ

‘
レ
オ
タ
 

ー
ド
な
ど
を
は
い
た
り
、
腹
部
に

腹
帯
を

つ
け
た
り
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
、
下
半
身

へ
の
血
液
貯
留
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

乾
布
摩
擦
は
血
管
を
収
縮
し
、
 

運
動
（
水
泳
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
速
 
 歩

、
体
操
）
は
全
身

循
環
の
改
善

に
も
よ
い
が
無
理

の
な
い
程
度
に

行
い
ま
し
ょ
う
。
 

自
律
神
経
系
の
鍛
錬

と
し
て
、
 

日
に
あ
た
る
、
皮
膚
の
鍛
錬
、

冷

水
摩
擦
、

入
浴
は
温
か

め
の
湯
に

ゆ
つ
く
り
、
入
浴
時
の
冷
水
が
け
 

（
末梢
か
ら
）
、
朝
風
呂

・
朝
シ
ヤ

ン

（朝
の
シ
ャ

ン
プ
ー
）
、
水
泳
、
 

海
水
浴
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
ら

一
般
療
法
を
行
っ
て
も

症
状
が
強
く
日
常
生
活
に

な
お
支

障
を
き
た
す
と
き
は

一
度
来
院
し

て
み
て
下
さ

い
。
 

⑨ 広報かなぎ―川旧lmm" 

金
木
病
院
力
ル
テ
 

今
回
は
、
嘉
瀬
に
お
住
ま
い
の
低
血
圧
症
で
困
っ
て
い
る
方
の
 

ご
要
望
に
お
答
え
し
て
、
低
血
圧
症
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
 

「
老
年
者
低
血
圧
症
」
 

内
科
 
都
谷

森
 
弘
 



金金金嘉金金

木木木瀬木木 

七
月
届
出
分

お
め

で
と

う
 

P主
ョ
 

F

《精
《
 

，ー
の
 衣

心
 

石
岡

樹
」
悼池
（
直
樹
）
 

伊

東
 
渓

朕
（
誠
司
）
 

松

川
 
舞
呼
（
幸
喜

）
 

阿
部
 

滝

同
（

一
博
）
 

山
田
 

雛
功
（
秀

樹
）
 

成
田
 
和
樹
（

芳
謹
）
 

お
し
あ
わ

せ
に
 

、
菊
池
 

玲

（
良
一
）
弘
前
市
 

「
石
戸
谷
鈴
香
（
慶
）

金
 
木
 

、
原
田
 
桂
吾

（
兼
治）
中
柏
木

ノ
最
上
 
友
紀
（
美
代
子
）
青
森
市

な
「
 
一

夫

（
多作
）
中
里
町
 

「
遠
山
 妙
子
（
章
）
金
 

木
 

、
新
岡
 
嘉
輝
（
喜
義
）
中
里
町
 

〈
木村
加
津
子
（
武
則
）
金
 
木
 

お

く
や
み
 

平
井
 

清
（
7
2才
）
嘉
 
瀬

高
橋
 
享

子
（
7
2才
）
喜
良
市
 

こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住
所

を
有
し
て
い
る
方
々
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
し
な

い
方
は
町
民
課
窓
口
に
届
出
の

際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

成
田
 

清
明

（7
6才
）
金
 
木

伊

藤
 
武

男
（
7
0才
）
金
 
木

伊

藤
 
ス
 
ミ
（
8
4才
）
嘉
 
瀬

伊
丸
岡
兼

作

（7
7才
）
喜
良
市

山
中
 

ヒ
 
メ
（
6
7才
）
嘉
 
瀬

松
本
 
秀

男
（
6
9才
）
金
 
木

楼

庭
兵

太
郎

（8
5才
）
金
 
木
 

7月末現在 前年同月比 

男 5,879人 △ 75人 

女 6,462人 L 85人 

計 12,341人 △ 160人 

世帯数 3,927 	 16 

、
 
→

ノ
 

人
口
と

世
帯
 

、
 

、 

	ノ 

IHmmH川田 広報かなぎ ⑩ 

はじめま して 

＝二ーー‘＝鷲伊 

( 

郎 	喝 

どS 	、 

、叫 

じゆ 	き 	や 

樹揮也 

立派な関取になって欲しい 
（父 石岡直樹より） 

み 	さき 

美 	咲 

明るく、優しい子に育って
欲しい（母伊東美奈子より） 
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ー
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を
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、

プ
‘一
 

 

ー
ふ
“
「
り命
aケ・‘

C
 
 

プ
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 F
 

A
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，
 

・
・
 

加曹

』
《加
一
愛
．、
 
、
 

」、
、
 
 

《
 

ー
，
 
，
 

、
、
 、

 
 

か
  

I
,
.

、
客

か
 
ド

・
 

リゆう 	じ 

竜 	司 

明るく元気に育って欲しい 
〈祖母 阿部ヒロミより） 

ひな 	の 

雛 	乃 

元気で明るく育って欲しい 
（母 山田星子より） 

/  
一 、あなたの善意ありがとうごさ、’いましたノ 

×～リ、‘一ー口 l'一.~I ’ーノーー’ーー’、ノ 

▼社会福祉協議会ノ＼ 	 （敬称略） 

・古川哲雄（喜良市） 	日頃蓄えた小銭 3,685円 

●長谷川元彦（故三浦晴雄親戚） 

電子タイプライタ- 1台、電磁調理器 1台 

時計 1個、点字用台 1台 

・井畑明男（青森銀行取締役頭取） 

青森銀行金木支店100周年記念として 100, 000円 

●角田正男（金木本町） 見舞金の一部 100, 000円 

⑥第10回津軽の火祭りの夜店コーナー 

＆ビアガーデンの収益金のー部 

・金木町朝市運営委員会（会長一秋元トシ）2, 000円 

●かなぎブライダル（代表＝渋谷多加） 10,000円 

●花の28かなぎ応援団（団長＝長尾重孝） 10,000円 


